
 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団 

 
 

北
海
道
事
務
所 

 
 

 
 

  

Ｎｏ． 67 

2016年 12月 26日 

 札
幌
市
東
区
北
１２
条
東
２
丁
目
３
‐
２ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

 

０
１
１
（
７
５
０
）
６
６
７
７ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

０
１
１
（
７
５
０
）
６
６
７
８ 

Ｅ
メ
ー
ル 

jcp
h

k
d

@
jcp

h
k

d
b

l.g
r.jp

 

ュ
ー 

ニ 

ス 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

酪農‧畜産  崩壊から救え 

共
産
党
が
打
開
策
提
案 

 
 
 
 

 
 

畠
山
・
斉
藤
・
紙
氏 

農
水
省
に
要
請 

 

 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
は
12
日
、
農
水
省
を
訪

れ
、
酪
農
・
畜
産
業
の
深
刻
な
状
況
を
打
開
す
る
対
策

を
と
る
よ
う
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。
畠
山
和
也
、
斉
藤

和
子
両
衆
院
議
員
、
紙
智
子
参
院
議
員
が
参
加
し
、
礒

崎
陽
輔
農
水
副
大
臣
が
対
応
し
ま
し
た
。 

申
し
入
れ
内
容
は
▽
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
の
大
幅
引
き
上
げ
▽
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制

度
見
直
し
の
中
止
▽
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制

度
の
保
証
基
準
価
格
の
改
善
・
充
実
▽
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉

か
ら
の
撤
退
｜
な
ど
11
項
目
で
す
。 

 

畠
山
氏
は
、
飼
養
戸
数
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
酪
農
・
畜
産
の
生
産
基
盤
は
崩
壊

寸
前
だ
と
し
て
、
「
環
太
平
洋
連
携
協
定(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
際
限
な
い
市
場
開
放
路
線
か
ら

決
別
し
、
輸
入
飼
料
に
依
存
し
た
大
規
模
化
に
偏

重
し
た
政
策
を
循
環
型
に
転
換
す
る
こ
と
が
切
実

に
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

紙
氏
は
、
今
年
、
北
海
道
で
１
５
２
戸
が
離
農

し
た
こ
と
に
触
れ
、「
そ
の
理
由
は
経
営
難
だ
け
で

な
く
、
将
来
不
安
が
大
き
い
」
と
し
て
、
畜
産
・

酪
農
家
の
不
安
に
応
え
る
国
の
支
援
を
求
め
ま
し

た
。 

 

斉
藤
氏
は
、「
千
葉
県
で
も
１
０
０
頭
規
模
の
酪

農
家
が
離
農
し
た
。
将
来
展
望
が
な
い
と
、
営
農

を
続
け
た
り
親
か
ら
継
い
だ
り
す
る
決
断
が
で
き

な
い
。
中
小
乳
業
メ
ー
カ
な
ど
地
域
経
済
も
打
撃

を
受
け
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

礒
崎
副
大
臣
は
「
乳
価
を
上
げ
る
体
制
を
整
え

た
い
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。 

礒崎陽輔農水副大臣(左)に申し入れる(右から)紙智子参院議員、斉藤和子、 

畠山和也両衆院議員＝12 月 12 日、農水省  写真はしんぶん赤旗提供 

 

 


